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),( yxP とする。 BPCAPC  coscos であるから、余弦定理より 
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これより、 0x または 0y または 122  yx である。 

 

0x のとき CP  であれば、 BPCAPC  は明らかである。 

 

0y のとき 

 11  x のとき、 BPCAPC  となるのは 0x のときのみ。 

 xx  1,1 であれば、図より BPCAPC  は明らかである。 

 

122  yx のとき 

 0y であれば、円周角の定理より
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 BPCAPC となる。 

 

以上により、 P の軌跡は 

)0(1),1,1(0),1(0 22  yyxxxyyx  ……(答) 

 

図示すると右図の太線部の通り。 

 

 

※図形的に考えてもよいが、計算ごり押しが最も無難では。 
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